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◆ 著 書 
1)  中林美奈子．高齢社会のアクションリサーチ．JST 社会技術研究開発センター，秋山弘子編．東京：東京大学出版
会；2015．「歩行補助車」を活用した歩きたくなるまちづくり； p．157-8． 
2)  寺西敬子．要介護（支援）高齢者コホート研究．三徳和子他編．東京：クオリティケア；2015．要介護認定者の日
常生活自立度と生命予後との関連，介護保険制度下におけるサービス利用の有無と要介護度の変化，生活環境研究
の概要と意義；p．23-33，p．67-8． 
 
◆ 原 著 
1)  竹村和子，塩見美抄，井上清美，田村須賀子，小寺さやか，伊藤郁恵．保健師のアセスメントを可視化して伝える
家庭訪問映像教材に対する教育者の意見．兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発研究所紀要．2015 Mar；22：95-105． 
2)  一島志伸，寺西敬子，中林美奈子，成瀬優知．特定高齢者が要介護 1 以上認定となるまでの期間．厚生の指標．2015 
Jan；62(1)：7-12．  
3)  都築 裕，西谷光世，金 主賢，中林美奈子，坪内奈津子，林 一枝，中島一樹．高齢の要食事被介護者の飲み込
み検出に関する研究．計測自動制御学会論文集．2015；51(8)：520-7． 
4)  須永恭子，西井和実，高橋政子，大江 浩．訪問看護における退院カンファレンス前後の退院支援の実働と整合性
に関する検討．日看会論集：在宅看．2015 Apr；(45)：59-62． 
 
◆ 学会報告 
1)  Tamura S. Home Nursing Practices of Public Health Nurses caring for Children with Suspected Autism Spectrum Disorders 
and their Parents: Cooperation with Multidisciplinary Childcare Providers. The 6th International Conference on Community 
Health Nursing Research; 2015 Aug 19-21; Seoul. 
2)  Neyoshi C, Tamura S. Study on the types of tailored support public health nurses can provide to the parents of children with 
autism spectrum disorder, depending on the levels of parental acceptance of the disorder. The 6th International Conference on 
Community Health Nursing Research; 2015 Aug 19-21; Seoul. 
3)  Haruyama S, Sekiyama T, Tsukamoto T, Esumi S, Aoki S, Shimada H, Suzuki K, Tamura S, Nakao Y, Yasuda K, Yamazaki Y. 
Characteristic of the district to have to devise the public health nurses practice to reduce health disparities in Japan. The 6th 
International Conference on Community Health Nursing Research; 2015 Aug 19-21; Seoul. 
4)  Tsuzuki Y, Nishitani K, Kim J, Nakabayashi M, Tsubouti N, Hayashi K, Nakajima K. A Wearable Swallowing Detector using 
an Apron Equipped with an Accelerometer for Elderly People in Need of Care. 37th Annual International Conference of the 
IEEE Engineering in Medicine and Biology Society; 2015 Aug 25-29; Milano. 
5)  田村須賀子，山﨑洋子．発達障害を危惧した「気になる子ども」と養育者への保健師が重要とする個別支援．日本
地域看護学会第 18 回学術集会；2015 Aug 1-2；横浜． 
6)  子吉知恵美，田村須賀子．発達障害児と育児者に対して多職種による支援を視野に入れた保健師の援助．日本地域
看護学会第 18 回学術集会；2015 Aug 1-2；横浜． 
7)  子吉知恵美，田村須賀子．発達障害児を危惧する子どもの保護者の受容状況に応じた保健師の支援．第 74 回日本公
衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
8)  澤ちづる，中原静江，松岡佳奈子，谷口理絵，中林美奈子．Ａ市における歯周病とメタボリックシンドロームとの
関連－歯周疾患検診受診率の向上を目指して－．第 3 回日本公衆衛生看護学会学術集会；2015 Jan 10-11；神戸． 
9)  加納理沙，山崎丸美，村井一仁，松岡佳奈子，大江 浩，谷口理絵，中林美奈子．二次予防事業の対象者の 4 年間
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の累積悪化率－対象者選別方法別による検討－．第 49 回富山県公衆衛生学会；2015 Feb 10；富山． 
10)  三橋千賀子，松岡佳奈子，谷口理絵，中林美奈子．糖尿病発症予防を目指した栄養・保健指導のあり方の検討－HbA1c
所見の悪化に影響を及ぼす食習慣の抽出－．第 10 回日本栄養改善学会北陸支部学術総会；2015 Feb 22；金沢． 
11)  Tsuzuki Y, Nishitani K, Kim J, Nakabayashi M, Tsubouti N, Hayashi K, Nakajima K. Swallowing detection by an 
apron-embedded acceleration sensor for meal assistance．第 54 回日本生体医工学会大会；2015 May 7-9；名古屋. 
12)  田添貴子，保井陽子，桃井惠代，馬渕泰恵，福島幸恵，林 圭子，荒木安佑美，城村宏美，能登彩乃，山上孝司，
中林美奈子．特定保健指導における 4 年間の支援レベルの変化と生活習慣要因の関連．第 88 回日本産業衛生学会；
2015 May 13-16；大阪．（優秀演題賞受賞） 
13)  川邊麻衣子，渡邉裕梨，濱屋宏衣，平野純輝，高野ちか子，中林美奈子．退院後口腔ケアを要する患者家族への退
院支援のあり方－退院後自宅で介護を行う家族へのアンケート調査を通して－．第 46 回日本看護学会（ヘルスプロ
モーション）学術集会；2015 Nov 6-7；富山． 
14)  中林美奈子，鳴尾明子，河原雅典，木下功士，新鞍真理子，鳥海清司，永井嘉隆，青木頼子，寺西敬子，成瀬優知．
アクションリサーチによる歩行圏コミュニティづくり第 6 報－活動継続を促す要件－．第 74 回日本公衆衛生学会総
会；2015 Nov 4-6；長崎． 
15)  石橋侑希，鷲本亜弓，坂田真紗美，島田賀世恵，松岡佳奈子，若杉 央，大江 浩，長瀬博文，中林美奈子．3 歳
児を持つ母親の育児負担感と問診票自由記載欄への記載行動との関連．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 
4-6；長崎． 
16)  鷲本亜弓，石橋侑希，坂田真紗美，島田賀世恵，松岡佳奈子，若杉 央，大江 浩，長瀬博文，中林美奈子．3 歳
児を持つ母親とその児の朝食欠食の類似性と母親の朝食内容．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
17)  須永恭子，立瀬剛志，鈴木道雄，小林俊哉，塩谷 亨，瀧波賢治．地域における自殺対策ネットワーク創成に向け
たゲートキーパー育成支援事．第 34 回日本社会精神医学会；2015 Mar 5-6；富山． 
18)  小林俊哉，立瀬剛志，須永恭子，塩谷 亨．富山県内における地域近接型ゲートキーパー養成事業の課題と展望．
第 56 回日本社会医学会総会；2015 Jul 25-26；久留米． 
19)  須永恭子，立瀬剛志，藤森純子，小林俊哉，山田広明．住みたくなる地域づくり戦略の検討－過疎地域の健康と互
助からの考察－．第 56 回日本社会医学会総会；2015 Jul 25-26；久留米． 
20)  立瀬剛志，須永恭子，藤森純子，小林俊哉，山田広明．異分野連携に基づく地域健康政策での健康影響評価の効果
と課題－富山県「ふなはしむら健康構想」ワークショップより－．第 56 回日本社会医学会総会；2015 Jul 25-26；久
留米． 
21)  須永恭子，西井和実．訪問看護ステーションの運営に関する検討－管理者の悩みから把握した運営の課題－．第 46
回日本看護学会；2015 Oct 2-3；名古屋． 
22)  吉田祥吾，寺西敬子，成瀬優知，春名美和子．特定健診情報を用いた評価第 1 報受診回数が検査値にもたらす影響．
第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
23)  寺西敬子，吉田祥吾，成瀬優知，春名美和子．特定健診情報を用いた評価第 2 報 BMI 変化による 5 年後の健診結果
の悪化・改善状況．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
24)  宮原優太，井波藍子，北山由起子，新鞍真理子，寺西敬子，成瀬優知．要介護認定高齢者における認知症発症・悪
化の予知要因－第 1 報－IADL と認知症発症．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
25)  北山由起子，宮原優太，井波藍子，新鞍真理子，寺西敬子，成瀬優知．要介護認定高齢者における認知症発症・悪
化の予知要因－第 2 報－IADL と認知症悪化．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
26)  岡本和士，三徳和子，成瀬優知，新鞍真理子，寺西敬子，尾形由起子，眞崎直子，林 真二，簑輪眞澄．要介護高
齢者の生活要因と生命予後との関連－郡上と富山の 2 地域の比較－．第 74 回日本公衆衛生学会総会；2015 Nov 4-6；
長崎． 
27)  平田洋介，新鞍真理子，下田裕子，寺西敬子，成瀬優知．在宅生活継続中断に関わる要因．第 74 回日本公衆衛生学
会総会；2015 Nov 4-6；長崎． 
 
◆ その他 
1)  田村須賀子，坂井桂子．北陸高度がんプロチーム養成基盤形成プランインテンシブコース地域がん看護師養成コー
ス．がん患者看護論Ⅱがん患者とその家族への看護 DVD．2015． 
2)  田村須賀子，坂井桂子．北陸高度がんプロチーム養成基盤形成プランインテンシブコース地域がん看護師養成コー
ス．がん患者看護論Ⅱ人生の最終段階における在宅への意思決定支援 DVD．2015． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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3)  田村須賀子．訪問看護概論．平成 27 年度訪問看護師養成講習会；2015 Aug 25-26；富山． 
4)  田村須賀子．訪問看護対象論．平成 27 年度訪問看護師養成講習会；2015 Aug 27，Sep 1；富山． 
5)  田村須賀子．ヘルスケアシステム論．看護管理認定看護師ファーストレベル；2015 Sep 29-30；富山． 
6)  中林美奈子．高齢者の“歩いておでかけ”を支えたい．NHK ラジオ第一「ラジオ深夜便」．2015 Feb 9． 
7)  中林美奈子．産学官民連携による富山まちなかカートを活用した歩きたくなるまちづくり．環境未来都市構想推進
国際フォーラム in マレーシア（内閣府主催）；2015 Feb 8；ジョホールバル． 
8)  中林美奈子．社会資本の活性化を先導する歩行圏コミュティづくり．コミュニティで創る新しい高齢者化のデザイ
ン研究開発領域第 4 回シンポジウム（科学技術振興機構社会技術研究開発センター主催）；2015 Mar 6；東京． 
9)  中林美奈子．社会資本の活性化を先導する歩行圏コミュティづくり．放送大学 2015 年開講ラジオ大学院科目「健康
科学’15（主任講師 田城孝雄）」第 15 回「未来の健康科学」；収録 2014 Dec 12；千葉．（放送予定日 2015 Apr-2019 Mar） 
10)  中林美奈子．産官学民連携による「まちなかカート」を活用した歩きたくなるまちづくり．国土交通省発行「総合
交通メールマガジン；2015 May 27．http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/77.pdf． 
11)  中林美奈子．高齢者の“歩いておでかけ”支えたい．NHK ラジオ深夜便．2015 May；(178)：54-65. 
12)  中林美奈子．基調講演「歩行車を重視した交通まちづくりの問組について」．第 36 回総合交通基盤整備連絡会議（国
土交通省主催）；2015 Jul 16；東京．  
13)  中林美奈子．歩きたくなるまちづくり．100 Resilient Cities Resilience Workshop（富山市・ロックフェラー財団 100RC
主催）；2015 Jul 8；富山． 
14)  中林美奈子．“歩いてお出かけ”を支えたい．富山県教職員厚生会発行「旧友」．2015 Sep；(430)：1． 
15)  髙倉（須永）恭子．在宅ケアシステム論．平成 27 年度訪問看護師養成講習会；2015 Sep 2，3，9；富山． 
16)  須永恭子．サービス付き高齢者向け住宅における住まいとしての実態と機能に関する検討（研究代表者）．平成 27
年度公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団研究助成． 
17)  須永恭子．地域ストレス対策教育「27 年度ゲートキーパー応用講習会」；2015 Nov 23；富山． 
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